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の
小
型
カ
ラ
ー

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
（

両
側

　
大
腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
に
は
、

2
台

と
が
で
き
ま
す
。

肝
臓
疾
患
の
進
行
度
を
調
べ
る
こ

硬
さ
を
計
測
し
て
肝
硬
変
な
ど
の

個
人
差
あ
り
）

と
早
く
、

肝
臓
の

す
る
時
間
も
3
～

5
分
程
度
（

※

ま
す
。

こ
の
記
録
装
置
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

様
に
装
着
し
た
記
録
装
置
に
転
送
さ
れ

　
フ
ィ

ブ
ロ
ス
キ
ャ

ン
は
、

体
を

高
3
5
枚
の
画
像
が
撮
影
さ
れ
、

患
者

編
集
さ
れ
、

医
師
が
検
査
の
結
果
を
評

ウ
ェ

ア
を
使
っ

て
ビ
デ
オ
画
像
と
し
て

ー

タ
に
デ
ー

タ
が
転
送
さ
れ
、

ソ
フ
ト

う
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
、

当
院

ん
を
含
む
大
腸
疾
患
を
診
断
で
き
る
よ

　
こ
れ
に
よ
り
、

小
腸
に
加
え
大
腸
が

価
・
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
と
約
1
0
時
間
に
わ
た
っ

て
毎
秒
最

D
光
源
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、

嚥
下
す

に
1
台
ず
つ
）
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

L
E

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

★
新
医
療
機
器
を
導
入
し
ま
し
た
★

の
検
査
が
可
能
で
す
。

計
測
に
要

な
入
院
の
必
要
が
な
く
、

外
来
で

な
く
、

ま
た
従
来
の
検
査
の
よ
う

な
検
査
の
為
、

出
血
等
の
心
配
が

傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
非
侵
襲
的

　
平
成
2
6
年
4
月
1
日
よ
り
「

循
環

器
内
科
」

が
廃
止
さ
れ
新
し
く
「

皮
膚

科
」

が
診
療
科
目
と
し
て
追
加
さ
れ
ま

　
当
院
の
標
榜
診
療
科
は
６
科
で
左
記

★
診
療
科
目
の
変
更
の
お
知
ら
せ
と
入
院
患
者
統
計
★

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

　
　
状
態
に
応
じ
た
医
療
の
提
供

　
②
重
症
度
・
看
護
必
要
度
の
見
直
し
に
よ
る
患
者
の

・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します

　
　
能
強
化

わ
っ

て
い
く
中
で
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
医
療
二
ー

　
◆
入
院
医
療
で
は
、

高
度
急
性
期
・
一
般
急
性
期
に

　
療
の
充
実
等

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

う
に
な
り
ま
し
た
。

“
総
合
力
”
・
・
・
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
病

　
①
急
性
期
病
床
の
担
う
機
能
の
明
確
化
、

病
床
の
機

　
　
そ
の
た
め
に
、

基
本
方
針
の
下
に
改
定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

院
に
求
め
ら
れ
る
“
キ
ー

ワ
ー

ド
”
で
あ
り
、

高
め
て

　
③
入
院
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
や
退
院
・
転
院
支
援

　
消
化
器
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

は
、

消
化
器
内
科
・
消
化

　
私
た
ち
は
特
別
な
思
い
を
抱
い
て
桜
を
見
ま
す
。

美
し

い
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
る
「

生
命
の
息
吹
」

と
あ
っ

と
い

師
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
高
齢
患
者
さ
ん
へ
全
人
的
・

　医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

に
は
、

脳
卒
中
に
よ
る
麻
痺
に
加
え
て
心
臓
病
、

糖
尿
病

一
、

医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
強
化
と
連
携
、

在
宅
医

う
に
し
て
い
く
と
い
っ

た
考
え
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な

ズ
に
合
わ
せ
て
効
果
的
か
つ
無
駄
な
く
活
用
で
き
る
よ

　
今
後
予
想
さ
れ
る
超
少
子
高
齢
社
会
で
、

医
療
ニ
ー

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
で
す
。

医
師
が
加
わ
り
皮
膚
疾
患
の
専
門
的
な
治
療
が
で
き
る
よ

総
合
力
で
　
～

皮
膚
科
開
設
に
あ
た
っ

て
～

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
の
4
月
か
ら
皮
膚
科

を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
が
得
意
と
す
る
領
域
を
持
ち
寄
り
力
を

を
合
併
し
肺
炎
を
繰
り
返
す
と
い
っ

た
よ
う
な
患
者
さ
ん

が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

骨
も
皮
膚
も
脆
弱
で
、

栄
養
補
給

伴
い
全
身
の
機
能
が
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、

桜
の
よ
う
な

人
生
を
重
ね
合
わ
せ
、

そ
し
て
潔
い
散
り
方
に
美
学
を
み

　

し
た
。

が
初
の
導
入
と
な
り
ま
す
。

器
外
科
の
各
医
師
が
専
門
性
を
よ
り
深
く
追
求
し
な
が

　
　
つ
い
て
は
、

７
対
１
入
院
基
本
料
の
適
正
化
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
院
長
　
田
畑
　
直
人

包
括
的
な
診
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が

　
平
成
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す
。

ヒ
ト
は
加
齢
に

　
鮮
や
か
に
桜
が
咲
い
て
春
が
来
て
、

ま
た
新
し
い
年
度

ら
先
端
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

生
活
習
慣
病
セ

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

散
り
方
は
な
か
な
か
に
難
し
く
、

た
く
さ
ん
の
疾
患
を
抱

　
一
方
で
医
療
は
細
分
化
さ
れ
、

医
師
が
専
門
外
の
診
療

努
力
を
重
ね
な
が
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
必
要
と

ン
タ
ー

は
、

内
科
、

外
科
、

整
形
外
科
、

皮
膚
科
の
医

さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
迎
え
ま
し
た
。

や
呼
吸
管
理
の
た
め
に
外
科
的
な
処
置
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ズ
が
慢
性
疾
患
を
中
心
に
増
大
し
、

医
療
の
内
容
が
変

う
間
に
散
っ

て
し
ま
う
「

は
か
な
さ
」

を
併
せ
持
つ
桜
に
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え
た
状
態
で
年
を
重
ね
て
弱
っ

て
い
き
ま
す
。

療
養
病
棟

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

合
わ
せ
て
高
齢
患
者
さ
ん
を
み
て
い
く
体
制
が
不
可
欠
で

す
。

当
院
の
慢
性
期
療
養
病
棟
は
内
科
医
、

外
科
医
に
加

え
、

昨
年
よ
り
整
形
外
科
医
が
加
入
し
骨
折
な
ど
に
迅
速

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います

・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します

　
　
の
充
実
を
図
る
。

　
　
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
や
退
院
・
転
院
支
援

　
　
期
退
院
・
転
院
や
、

A
D
L
低
下
予
防
の
た
め
、

　
　
を
適
切
に
評
価
す
る
。

ま
た
、

急
性
期
患
者
の
早

　
　
受
け
ら
れ
る
よ
う
急
性
期
病
床
に
お
け
る
患
者
像

　
　
る
た
め
、

患
者
が
状
態
に
応
じ
て
適
切
な
医
療
を

○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

　
④
退
院
・
転
院
に
係
る
連
携
の
強
化

　
⑤
急
性
期
病
床
の
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
等

題字 理事長自筆

春 号
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理 念

基 本 方 針

宮崎医療センター病院

宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療を行っております。

宮崎医療センター病院

患者様の権利

平
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２
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診
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診
療
情
報

《

フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン

》

《 大腸カプセル内視鏡 》

（平成２６年４月１日発行）



　
身
の
医
療
法
人
愛
和
会
　
宮
崎
愛
和
病
院
と
し
て
開
設

　
　
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
は

、
昭
和
５
９
年
４
月
に
前

　
病
院
開
設
３
０
周
年
を
迎
え
て

設
さ
れ
現
在
の
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

患
者
様
視
点
か
ら
当
院
で

　
　
、

患
者
が
急
性
期
か
ら
在
宅
医
療
、

介
護
ま
で
患
者
の
状

　
改
修
工
事
は
、

C
館
７
階
に
仮
設
の
病
棟
を
設
置
し
て
、

　
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
②
長
期
療
養
を
担
う
病
床
の
急
性
期
等
と
の
連
携
強
化
、

受

　
　
け
入
れ
体
制
の
充
実
等

　
◆
外
来
診
療
で
は
、

ま
ず
身
近
な
主
治
医
を
受
診
し
、

必
要

　
料
、

文
書
料
、

オ
ム
ツ
等
物
品
の
料
金
も
変
更
と
な
っ

て

　
り
、

５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
、

健
康
診
断
料
、

個
室

　
○
自
費
の
お
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

消
費
税
率
改
定
に
よ

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
と
し
て
発
足
し
て
１
０
年
が

で
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
の
高
齢
者
医
療
に
貢
献

修
工
事
が
開
始
さ
れ
、

６
月
に
病
院
名
を
宮
崎
医
療
セ
ン

　
平
成
１
５
年
１
月
か
ら
A
館
の
新
築
、

B
、

C
館
の
改

タ
ー

病
院
に
変
更
、

１
１
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
、

消
化
器
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

と
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

が
開

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

暑
い
最
中
の
引
越
し
で
、

皆
へ
と
へ
と
、

大
変
だ
っ

た
こ

各
病
棟
を
順
番
に
引
越
し
し
な
が
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
り
ま
す
。

新
し
い
料
金
等
は
院
内
に
掲
示
し
て
お
り
ま

が
感
じ
ら
れ
、

各
種
会
議
・
委
員
会
も
機
能
し
、

組
織
的

に
は
、

ス
タ
ッ

フ
が
全
体
的
に
若
返
り
、

明
る
く
、

活
気

評
価
が
随
分
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

院
内
的

床
、

外
来
機
能
が
充
実
す
る
に
つ
れ
院
内
外
の
雰
囲
気
・

門
施
設
と
し
て
一
般
病
棟
も
開
設
さ
れ
、

一
般
・
療
養
病

過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、

肝
臓
疾
患
・
消
化
管
疾
患
の
専

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、

病
院
の
実
績

と
や
知
人
・
身
内
が
入
院
し
て
い
る
と
い
っ

た
話
を
よ
く

る
の
で
す
か
」

と
い
っ

た
感
じ
で
し
た
が
、

数
年
前
か
ら

が
、

当
初
は
、
「

宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
は
ど
こ
に
あ

会
や
福
祉
協
議
会
等
と
触
れ
合
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す

に
業
務
が
遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動
で
自
治

肝
臓
・
消
化
管
疾
患
、

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
等
に
関
す
る
こ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ま
で
の
「

病
院
完
結
型
」

の
医

は
医
療
機
能
の
分
化
、

医
療
・
介
護
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
、

　
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

国

が
評
価
さ
れ
認
め
ら
れ
て
き
た
証
左
な
の
で
し
ょ

う
。

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
院
が
今
後
病
院
と
し
て
生
き

に
法
人
名
を
医
療
法
人
社
団
晴
緑
会
に
変
更
し
、

現
在
の
法

人
名
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

平
成
１
２
年
の
介
護
保
険

法
制
定
に
伴
い
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
指
定
さ
れ
介
護

日
頃
院
内
で
療
養
生
活
を
送
っ

て
い
る
患
者
様
も
、

そ

　
病
院
開
設
３
０
周
年
を
迎
え
て

 
　
 
 
 
 
 
 
 
総
務
 
太
郎

テ
ィ

に
招
待
さ
れ
た
お
客
様
は
、

７
階
の
見
事
な
大
ホ
ー

ル
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
訓
練
室
及
び
医
療
設
備
に
、

こ
れ
が

現
在
の
C
館
）

が
落
成
し
ま
し
た
。

当
時
、

新
館
落
成
パ
ー

さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、

昭
和
６
０
年
に
本

　
◆
　
退
職
（

平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
付
）

扱
機
関
等
各
種
取
扱
い
医
療
指
定
お
よ
び
老
人
デ
イ
ケ
ア
・

作
業
療
法
の
承
認
、

平
成
６
年
に
は
特
別
許
可
老
人
病
院
入

院
医
療
管
理
の
承
認
を
受
け
る
等
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き

診
療
報
酬
に
関
し
て
は
、

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
病
院
の
概
要
、

接
遇
・
マ
ナ
ー
、

医
療

は
「

宮
崎
は
ま
ゆ
う
病
院
」

と
言
い
、

病
床
数
５
０
床
の
小

規
模
病
院
で
し
た
。

そ
の
後
、

昭
和
５
９
年
７
月
に
高
知
愛

和
病
院
と
と
も
に
医
療
法
人
愛
和
会
を
設
立
し
、

宮
崎
愛
和

老
人
病
院
だ
ろ
う
か
と
一
様
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
開
設
以
降
、

保
険
医
療
機
関
及
び
国
民
健
康
保
険
療
養
取

病
院
に
病
院
名
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、

平
成
２
６
年
４
月
１
日
に
新
入
職
者
集
合
教
育

病
院
長
か
ら
、
「

き
ち
ん
と
挨
拶
を

療
か
ら
、

地
域
で
患
者
を
見
る
「

地
域
完
結
型
」

へ
転
換

療
養
：
２
３
６
床
、

医
療
療
養
：
１
１
４
床
の
運
用
が
開
始

延
び
て
い
く
た
め
に
は
、

肝
疾
患
・
消
化
管
疾
患
の
専
門

　
◆
　
経
理
課
長
　
松
島
誠
逸
（

経
理
課
）

　
　
皮
膚
科
　
見
明
　
友
美

四季　第　48号　（３）

下
さ
い
。

期
待
し
て
ま
す
よ
！

を
忘
れ
ず
立
派
な
医
療
人
と
な
っ

て

安
全
等
左
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
っ

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
◆
　
施
設
係
長
　
小
田
雅
之
（

施
設
課
）

　
○
診
察
料
（

初
診
料
・
再
診
料
）

を
初
め
、

入
院
基
本
料
、

を
実
施
し
ま
し
た
。

新
入
職
者
は
２
１
名
で
、

う
ち
９
名
が
新

に
聞
き
入
っ

て
お
り
ま
し
た
。

初
心

　
開
院
当
時
４
４
床
で
あ
っ

た
病
床
は
逐
次
増
床
さ
れ
、

昭

　
　
こ
と
、

病
院
か
ら
在
宅
へ
の
円
滑
な
移
行
や
医
療
と
介
護

　
課
長
職
へ
の
昇
格

　
◆
　
看
護
主
任
　
清
水
史
人
（

C
４
５
６
病
棟
）

　
介
護
病
棟
で
は
、

今
年
も
花
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
◆
　
看
護
師
長
　
松
山
麻
美
（

A
B
3
病
棟
）

念
で
あ
る
「

私
た
ち
は
、

自
分
が
受

し
ま
す
。
」

を
解
説
し
な
が
ら
訓
示

四季　第　48号　（２）

　
　
要
が
あ
る
。

病
院
、

医
科
・
歯
科
診
療
所
薬
局
、

訪
問
看

　
　
情
に
「

地
域
完
結
型
」

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
必

　
　
態
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
実

る
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、

平
成
８
年
に
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
は
、

昭
和
５
９
年
４
月
に
前
身

援
施
設
と
し
て
如
何
に
充
実
す
る
か
に
掛
か
っ

て
い
る
よ

期
計
画
（

平
成
2
5
年
度
～

2
9
年
度
）

が
策
定
さ
れ
て

る
た
め
に
必
要
な
基
本
事
項
及
び
医
療
人
と
し
て
必
要
な
基
本

卒
者
で
し
た
。

教
育
は
、

宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
で
勤
務
す

い
ま
す
。

今
後
病
院
の
あ
り
た
い
姿
を
達
成
す
る
た
め
に

テ
ー

シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１
０
年

館
（

現
在
の
B
館
）

が
落
成
し
、

昭
和
６
３
年
に
は
新
館
（

和
６
０
年
に
２
７
２
床
、

昭
和
６
２
年
に
３
５
０
床
と
増
床

す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、

設
立
時
の
名
称

が
あ
り
、

入
職
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣

け
た
い
医
療
・
看
護
・
介
護
を
提
供

し
て
下
さ
い
」
「

目
の
前
の
ゴ
ミ
を

拾
っ

て
下
さ
い
」

こ
れ
ら
は
あ
ら
ゆ

る
こ
と
の
基
本
で
す
。

と
病
院
の
理

的
知
識
の
習
得
と
と
も
に
、

病
院
職
員
と
し
て
の
心
構
え
を
醸

診
療
施
設
と
し
て
、

如
何
に
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
か
、

ま
た
、

2
9
0
床
の
慢
性
期
病
床
を
、

急
性
期
の
後
方
支

う
に
思
い
ま
す
。

当
院
に
は
、

ご
存
知
の
と
お
り
、

長
中

　
　
い
て
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

　
　
護
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
、

介
護
事
業
所
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に
お

　
　
こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
に
、

改
定
が
行
わ
れ
、

診
療
報
酬

　
　
の
切
れ
目
な
い
連
携
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

い
花
見
が
で
き
る
よ
う
、

療
養
生
活
を
頑
張
り
ま
し
ょ

■
医
師
の
入
退
職

の
医
療
法
人
愛
和
会
宮
崎
愛
和
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
今
年

　
　
ッ

ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
下
で

　
主
任
へ
の
昇
格

　
係
長
へ
の
昇
格

　
本
体
部
分
で
＋
０
.
7
3
％
、

薬
価
部
分
で
マ
イ
ナ
ス
０
.

　
◆
　
医
事
課
長
　
成
合
孝
幸
（

医
事
課
）

　
◆
　
看
護
師
長
　
渡
邉
幸
子
（

C
２
３
病
棟
）

■
昇
格
（

平
成
２
６
年
４
月
１
６
日
付
）

　
③
大
病
院
の
紹
介
外
来
を
更
に
推
進
す
る
方
策
等

　
◆
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、

主
治
医
を
中
心
に
病
院
、

医
科

　
　
・
歯
科
診
療
所
、

薬
局
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
、

介

　
　
護
事
業
所
等
が
連
携
し
、

地
域
で
急
変
時
や
看
取
り
を
含

　
　
　
郷
里
の
下
関
で
開
業
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
　
当
院
へ
の
影
響

　
６
３
％
の
改
定
と
な
り
、

全
体
の
改
定
率
は
＋
０
.
１
０
％

　
と
な
り
ま
す
。

病
院
と
し
て
は
改
定
に
伴
う
施
設
基
準
等
の

　
の
診
療
等
で
変
わ
る
主
な
点
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

い
つ
つ
・
・
・
・

　
　
制
の
整
備
。

ま
た
、

外
来
医
療
の
機
能
分
化
・
連
携
を
さ

３
月
２
７
日
、

や
や
曇
り
が
ち
な
一
日
で
し
た
が
、

文
化
公

園
で
患
者
様
１
０
名
と
病
院
長
を
は
じ
め
１
０
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

桜
の
花
は
ほ
と
ん
ど

満
開
状
態
で
見
頃
で
し
た
。

　
①
診
療
所
や
中
小
病
院
に
お
け
る
主
治
医
機
能
の
評
価

三
　
嗜
好
　
ス
イ
ー

ツ
系

　
②
大
病
院
の
専
門
外
来
の
評
価

　
　
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

　
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
た
来
年
も
よ

　
　
循
環
器
内
科
　
橋
本
 
亮

　
◆
 
入
職
（

平
成
２
６
年
４
月
１
日
付
）

一
　
出
身
　
宮
崎
市

　
　
め
た
在
宅
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。

　
◆
医
療
機
関
相
互
の
連
携
や
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
ネ

と
楽
し
い
会
話
を
交
わ
し
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

う
。

　
桜
並
木
の
下
を
散
歩
し
、

お
茶
を
頂
き
、

ス
タ
ッ

フ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
の
程
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
料
の
窓
口
負
担
金
が
増
え

　
◆
慢
性
期
（

長
期
療
養
）

に
つ
い
て
は
、

急
性
期
病
床
と
長

　
　
期
療
養
を
担
う
病
床
の
機
能
分
化
を
計
る
た
め
、

空
気
に
触
れ
爽
や
か
な
顔
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
①
急
性
期
病
床
に
お
け
る
長
期
入
院
患
者
の
評
価
の
適
正
化

　
　
に
応
じ
て
大
病
院
や
専
門
病
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

回

　
　
復
又
は
病
状
が
安
定
し
た
ら
主
治
医
に
逆
紹
介
さ
れ
る
体

の
日
は
久
し
ぶ
り
に
外
に
出
て
満
開
の
桜
と
清
清
し
い

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

防
策
を
わ
か
り
や
す
く
説

い
て
、

争
点
と
結
論
、

予

事
故
の
判
例
・
事
例
に
つ

り
た
い
姿
」

を
達
成
す
る
こ
と
だ
ろ
う
、

し
な
け
れ
ば
と
思

　
先
ず
は
、

職
員
皆
が
一
致
協
力
し
て
、

病
院
の
「

将
来
あ

傾
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
職
員
は
真
剣
に
耳
を

分
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
部

　
医
療
安
全
は
、

業
務
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

二
　
出
身
大
学
　
鹿
児
島
大
学
医
学
部

　
「

明
る
く
、

楽
し
く
仕
事
し
て
い
き

具
体
的
な
行
動
計
画
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
職
員
一
同
み
ん
な
で
協
力
し
て
よ
り
良
い
宮
崎
医
療
セ
ン

タ
ー

病
院
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ

う
。

！

転
落
、

採
血
事
故
な
ど
の
医
療
事
故
や
個
人
情
報
漏
洩

会
社
よ
り
坪
田
修
氏
を
講
師
に
招
き
、

肺
塞
栓
、

転
倒

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式

考
え
る
医
療
事
故
」

と
い
う
テ
ー

マ
で
医
療
安
全
講
習

　
2
月
2
5
日
に
当
院
7
階
ホ
ー

ル
に
て
「

判
例
か
ら

入
職
者
研
修
会

お
花
見

桜並木を散歩

お茶を楽しむ

院
内
研
修
会

医
療
安
全
研
修
会

人
事


